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16 マイコプラズマ・シノビエの関与が疑われた 
卵殻異常に関する一考察 

中央家畜保健衛生所 
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マイコプラズマ・シノビエ（MS）は、卵殻尖

端部の異常に関与することが知られている１）。   

今回、管内の一採卵鶏農場において、MS の関

与を疑う卵殻異常事例に遭遇し、若干の知見を

得たので報告する。 

 

１ 発生概要 

約 1.2 万羽を飼養する採卵鶏農場の１群約 1.2

千羽（品種：ボリスブラウン）において、平成

28 年３月 24 日（188 日齢）から卵殻異常により

商品卵率が約６週間にわたって低下した（図－

１）。 

図－１ 産卵状況の推移
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卵殻異常は、卵殻尖端部のザラツキやスポッ

ト、卵殻色の退色であった（写真－１）。 

発生鶏群は、同一鶏舎内で他の２群とともに

飼育されていた。初回の立入り調査（平成 28 年

３月 31 日）時点で、発生鶏群は 195 日齢、他の

２群は 293 および 314 日齢であった。 

発生鶏群は、県外の育雛場において、マイコ

プラズマ・ガリセプチカム（MG）および MS の

生ワクチンを 25 日齢で接種されていた（図－

２）。接種方法は、両ワクチンを混和し、点眼

器で一方の目に１滴（各 0.5 ドース）を点眼であ

った。 

写真－１ 卵殻異常内訳
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図－２ ワクチネーション
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２ 材料および方法 

（１）追跡調査 

発生鶏群について、初回は平成 28 年３月 31

日（195 日齢）、２回目は４月 13 日（208 日齢）

に実施した。材料は、同一鶏 10 羽から血液およ

び気管スワブを採材した。 

血液は、血清を分離し、MG・MS は急速凝集

反応、トリメタニューモウイルス（AMPV）は中

和試験、産卵低下症候群ウイルス（EDSV）は

HI 試験による抗体検査に供した。 

気管スワブは、MG・MS・AMPV・伝染性気管

支炎ウイルス（IBV）の遺伝子検査と、MG・MS

および発育鶏卵尿膜腔内接種によるウイルスの

培養検査に供した。 
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（２）病理解剖 

発生鶏群の異常卵産卵鶏２羽を剖検した。 

血液は、追跡調査と同様に MG・MS の抗体検

査に供した。 

気管は MG・MS・AMPV・IBV の遺伝子検査に、

卵管は MG・MS・AMPV・IBV に加え EDSV・鶏

脳脊髄炎ウイルス（AEV）の遺伝子検査に供し

た。また、気管および卵管は、MG・MS および

発育鶏卵尿膜腔内接種によるウイルスの培養検

査に供した。 

さらに、諸器官については、病理組織学的検

査を実施した。 

（３）MS の識別 

追跡調査および病理解剖において分離された

MS は、ワクチン株か野外株かを識別するため、

vlh遺伝子部分塩基配列のワクチン株との一致率

の比較２、３）と、obg 遺伝子の５’末端から 367 番

目および 629番目の塩基の比較４）を実施した（表

－１）。 

表－１ MSワクチン株と野外株の識別方法

分離MSの1代クローニング株3株（追跡鶏2羽2株=株①・②、剖検

鶏1羽1株=株③：全て気管由来）を用いて、以下の解析を実施。

(1)vlh遺伝子部分塩基配列のワクチン株との一致率を比較

(2)obg遺伝子の5’末端から367番目および629番目の塩基を
ワクチン株と比較 株 367番塩基 629番塩基

ワクチン株 A C or T

野外株 G C

(1) Jeffry et al. Mycrobiol. 2007

(2) Shahid et al. PLOS ONE 2014

 
（４）ワクチン接種試験 

MG・MS ワクチンの抗体陽転時期を確認する

ため、ワクチン接種試験を実施した。 

試験には、当所で種卵から孵化させた採卵鶏

（品種：ジュリア）雌９羽を供した。ワクチン

接種は、育雛場と同じ日齢・方法（25 日齢、各

0.5 ドース点眼接種）で行った。ワクチン接種後

は、１または２週間毎に血液を採材し、血清分

離後 MG・MS の急速凝集反応による抗体検査を

実施した。 

 

３ 結果 

（１） 追跡調査 

抗体検査の結果（表－２）、MG は初回および

２回目ともに全羽陽性、MS は２回目の検査にお

いて全羽陽転した。AMPV・EDSV は、初回およ

び２回目ともに全羽陰性であった。 

表－２ 追跡調査の抗体検査結果

（陽性羽数/検査羽数）

MG MS AMPV・EDSV

初 回 10/10 ０/10 ０/10

２回目 10/10 10/10 ０/10

 
遺伝子検査の結果（表－３）、MS は初回およ

び２回目ともに複数羽が陽性であった。MG・

AMPV・IBV は、初回および２回目ともに全羽陰

性であった。 

表－３ 追跡調査の遺伝子検査結果

（陽性羽数/検査羽数）

気管スワブ

MG MS AMPV・IBV

初 回 ０/10 ９/10 ０/10

２回目 ０/10 ６/10 ０/10

 
培養検査の結果（表－４）、MS は初回および

２回目ともに複数羽が陽性であった。MG および

ウイルスは、初回および２回目ともに全羽陰性

であった。 

表－４ 追跡調査の培養検査結果

（陽性羽数/検査羽数）

気管スワブ

MG MS ウイルス

初 回 ０/10 ９/10 ０/10

２回目 ０/10 ８/10 ０/10
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（２）病理解剖 

抗体検査の結果（表－５）、２羽ともに MG・

MS 陽性であった。 

表－５ 剖検鶏の抗体検査結果

（陽性羽数/検査羽数）

MG MS

２/２ ２/２

 
遺伝子検査の結果（表－６）、MS が２羽とも

に気管は陽性、卵管は陰性であった。MG・

AMPV・IBV は気管・卵管ともに陰性、EDSV・

AEV は卵管だけの検査であったが陰性であっ

た。 

表－６ 剖検鶏の遺伝子検査結果

（陽性羽数/検査羽数）

気 管

MG MS AMPV・IBV

０/２ ２/２ ０/２

卵 管

MG MS AMPV・IBV・EDSV・AEV

０/２ ０/２ ０/２

 
培養検査の結果（表－７）、MS が２羽ともに

気管は陽性、卵管は陰性であった。MG およびウ

イルスについは、気管・卵管ともに全て陰性で

あった。 

表－７ 剖検鶏の培養検査結果

（陽性羽数/検査羽数）

気管 卵管

MG MS ウイルス MG MS ウイルス

０/２ ２/２ ０/２ ０/２ ０/２ ０/２

 

病理組織学的検査の結果（写真－２）、気管

粘膜の軽度非化膿性炎が２羽で、卵管子宮部粘 

膜の水腫が１羽で認められた。 

写真－２ 剖検鶏の病理組織学的検査結果

気管粘膜の軽度非化膿性炎（2/2） 卵管子宮部粘膜の水腫（1/2）

 
（３）MS の識別 

追跡調査で分離された MS２株（株①および株

②）と、病理解剖で分離された MS１株（株③）

を用いて遺伝子解析を実施した結果、株①は野

外株と判明した（表－８）。 

株名
ｖｌｈ遺伝子 obg遺伝子

一致率（％） 367番塩基 629番塩基

株① 87.8 G C

株② 100.0 A T

株③ 100.0 A T

表－８ MSワクチン株と野外株の識別結果

ワクチン株

野外株

 
（４）ワクチン試験 

ワクチンを接種した鶏９羽全てにおいて、MG

は接種３週後、MS は接種８週後にそれぞれ全羽

が抗体陽転し、接種 35 週後まで抗体陽性を維持

表－９ ワクチン試験でのMG・MS抗体陽性率

接種後

（週）
0 1 2 3 4 5 6 7 8

MG（％）
NT NT

0 100
NT

100 100 100 100

MS（％） 0 0 0 0 0 100

接種後

（週）
9 10 11 12 13 14 ・・・ ・・・ 35

MG（％） 100 100
NT

100 100 100 100

MS（％） 100 100 100 100 100 100
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していた（表－９）。 

 

４ 考察 

 今回、MS で特徴的な卵殻尖端異常１）が確認さ

れ、また、卵殻色の退色もあり、６週間にわた

って商品卵率が低下した。 

追跡調査において、MS の抗体陽転が確認され

た。追跡調査および病理解剖で気管から分離さ

れた MS は、識別の結果、野外株とワクチン株が

混在していることが判明した。病理組織学的検

査結果では、気管粘膜の軽度非化膿性炎および

卵管子宮部粘膜の水腫が認められた。なお、追

跡調査・病理解剖ともに、産卵異常で疑われる

各種ウイルスの関与は認められなかった。これ

らを総合して、今回の商品卵率低下の主原因は

MS であると考えられたが、卵管から MS が分離

されなかったことから MS の関与が疑われると

いう診断に留めた。 

２回目の追跡調査（208 日齢）において MS の

抗体陽転が確認されたが、ワクチン試験で MS

の抗体陽転がワクチン接種８週後であったこと

を踏まえると、発生鶏群の MS 感染時期は 208

日齢から８週前、およそ 150 日齢ごろであると

考えられた。当該農場では、150 日齢は成鶏舎へ

移動後約１か月にあたる。この時期に、同鶏舎

内の先住鶏群を感染源として、MS ワクチン株と

野外株の浸潤を受けたと推察された。さらに、

産卵が最も盛んになる時期の感染は大きなスト

レスとなり、卵殻尖端部異常に加えて卵殻色の

退色も伴ったものと考えられた。 

発生鶏群には、育雛場において MS 生ワクチン

が接種されていた。しかしながら、何らかの理

由で抗体産生に至らず、結果的に卵殻異常につ

ながったものと考えられた。 

育雛場と同じ日齢・方法で MS ワクチンを接種

した結果、全羽の抗体陽転が確認された。その

結果を踏まえ、ワクチン接種方法の再確認につ

いて育雛場の担当者を指導した。その後、発症

鶏群の次の入雛群２群について、導入後のワク

チン接種８週後にあたる時期に抗体検査を実施

した結果、MS 抗体は陽性であり、成鶏舎移動後

も卵殻異常の発生は認められていない。 

MS による卵殻異常の予防には、ワクチンが応

用できると考えられた。ワクチン試験では、0.5

ドース接種で抗体陽転を確認したが、接種日齢

や品種の差、他のワクチンとの干渉等を考えれ

ば、用法・用量を遵守した的確な点眼接種が必

要と思われる。また、MS ワクチンによる免疫の

付与状況の確認は、ワクチン接種８週後の抗体

確認が有効である。 
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